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は
じ
め
に

中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書

が
作
ら
れ
た
。
中
で
も
『
源
氏
小
鏡
』
や
『
源
氏
大
鏡
』
は
広
く
読
者
に
迎

え
ら
れ
、
形
態
や
名
称
を
変
え
な
が
ら
世
に
流
布
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
そ

れ
ら
と
は
別
に
個
性
的
な
梗
概
書
も
い
ろ
い
ろ
作
ら
れ
た
の
は
、『
小
鏡
』

や
『
大
鏡
』
に
飽
き
足
り
な
い
『
源
氏
物
語
』
享
受
者
が
存
在
し
た
か
ら
だ

ろ
う
。
成
立
事
情
が
定
か
で
な
い
も
の
が
多
い
が
、
大
抵
は
特
定
の
個
人
や

集
団
を
読
者
に
想
定
し
て
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
享
受
圏
が

限
ら
れ
、
広
く
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
今
回
取
り
上
げ
る
『
源
氏
栄

鑑
抄
』
も
作
者
と
成
立
の
場
が
明
白
な
が
ら
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
梗

概
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

一
　『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
研
究
史

『
源
氏
栄
鑑
抄
』（「
営
鑑
抄
」
と
も
書
く
）
と
い
う
梗
概
書
の
存
在
は
戦

前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
最
も
早
く
本
書
に
言
及
し
た
の
は
、
藤
田
德
太
郎

著
『
源
氏
物
語
研
究
書
目
要
覧
』（
昭
和
７
年　

六
文
館
）
で
あ
る
よ
う
だ
。

同
書
に
は
、「
五
、
梗
概
摘
要
」
の
章
に
五
十
四
件
の
書
目
を
掲
げ
る
（
う

ち
十
五
件
は
近
代
の
刊
行
）
が
、
そ
の
中
に
、

　
　
　

源
氏
営
鑑
抄　

一
巻
（
写
本
）

　

篝
火
ま
で
。
源
氏
大
鏡
に
似
て
更
に
簡
単
な
り
。（
阿
）

と
記
す
。
末
尾
の
（
阿
）
は
、
該
本
が
徳
島
光
慶
図
書
館
阿
波
国
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
藤
田
氏
は
お
そ
ら
く
同
本
を
見
ら
れ
て
こ
の

項
目
を
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
書
名
は
「
源
氏
営
鑑

抄
」、
一
冊
の
写
本
で
、
篝
火
巻
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
本
で
あ
る
。「
源
氏

大
鏡
に
似
て
」
と
あ
る
の
は
、
冒
頭
に
「
物
語
の
お
こ
り
」
に
該
当
す
る
記

事
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
作
者
や
成
立
に
関
す
る
記
載
は
一
切

な
い
。

一

『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
基
礎
的
研
究

妹　

尾　

好　

信

白　

石　

理
穂
子

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
源
氏
栄
鑑
抄
、
源
氏
物
語
梗
概
書
、
猪
苗
代
正
益
、
伊
達
政
宗
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二

次
に
、
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
事
典
』
下
巻
（
昭
和
35
年　

東
京
堂
出

版
）
所
収
の
「
注
釈
書
解
題
」（
大
津
有
一
氏
執
筆
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

げ
ん
じ
え
い
か
ん
し
ょ
う　

源
氏
栄
鑑
抄　

梗
概
書
。

〔
著
者
〕
不
詳
。〔
名
称
〕『
源
氏
栄
鑑
抄
』
は
『
源
氏
営
鑑
抄
』（
徳
島

光
慶
図
書
館
蔵
）
と
も
書
く
。
し
か
し
原
題
か
、
そ
れ
と
も
後
人
の
命

名
か
明
ら
か
で
な
い
。〔
巻
冊
〕
一
冊
。〔
成
立
〕
不
詳
。〔
諸
本
〕
徳

島
光
慶
図
書
館
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
今
で
は
桃
園
文
庫
蔵
本
が
唯
一
の
も
の
と
な
っ
た
。〔
内
容
〕
最

初
に
『
源
氏
大
鏡
』
の
よ
う
に
、
こ
の
物
語
の
起
り
を
述
べ
、
次
に
桐

壺
か
ら
篝
火
ま
で
の
梗
概
を
記
し
て
い
る
。
行
文
は
『
源
氏
小
鏡
』
に

似
て
簡
単
で
あ
る
。〔
価
値
〕『
源
氏
大
鏡
』『
源
氏
小
鏡
』
な
ど
に
比

し
て
簡
単
で
あ
り
、
か
つ
篝
火
ま
で
し
か
な
い
の
で
、
あ
ま
り
行
わ
れ

な
か
っ
た
ら
し
い
。
伝
本
も
少
な
い
。〔
参
考
〕
藤
田
德
太
郎
『
源
氏

物
語
研
究
書
目
要
覧
』
六
七
・六
八
頁
。

こ
こ
で
は
、
徳
島
光
慶
図
書
館
本
が
戦
後
ま
も
な
く
起
き
た
火
災
で
焼
失

し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
他
に
桃
園
文
庫
に
一
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
る
。
書
名
が
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
に
な
っ
て
い
る
の
は
桃
園
文
庫
本
が
そ
う

あ
る
故
と
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
に
「
物
語
の
お
こ
り
」
が
あ
る
と
い
う
の
も

桃
園
文
庫
本
に
よ
る
と
お
ぼ
し
く
、
篝
火
巻
ま
で
の
一
冊
本
で
あ
る
こ
と
も

桃
園
文
庫
本
と
『
源
氏
物
語
研
究
書
目
要
覧
』
に
記
す
光
慶
図
書
館
本
の
形

態
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
た
め
、『
源
氏
栄
鑑
抄
』

は
、
桐
壺
巻
か
ら
篝
火
巻
ま
で
の
梗
概
を
記
す
の
み
の
零
本
ま
た
は
未
完
成

の
本
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
重
要
視
さ
れ
ず
世
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と

説
く
。「
行
文
は
『
源
氏
小
鏡
』
に
似
て
簡
単
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
梗

概
の
記
述
が
簡
略
で
あ
る
こ
と
と
、
作
中
和
歌
は
主
な
も
の
し
か
載
せ
て
い

な
い
こ
と
を
根
拠
に
す
る
説
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
栄
鑑
抄
』
に
は
『
小

鏡
』
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
連
歌
寄
合
の
語
は
ま
っ
た
く
載
せ
な
い
か
ら
、

『
小
鏡
』
と
は
似
て
非
な
る
梗
概
書
で
あ
る
。

桃
園
文
庫
本
は
言
う
ま
で
も
な
く
池
田
亀
鑑
旧
蔵
本
で（
１
）、

現
東
海
大
学
所

蔵
。『
桃
園
文
庫
目
録　

上
巻
』（
昭
和
61
年　

東
海
大
学
附
属
図
書
館
）
に
、

源
氏
栄
鑑
抄　

写
本　

一
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
八
　
五
八

　

袋
綴　

紙
表
紙　

一
九
×
一
二
・
六
糎　

七
十
一
丁

　
　
　
（
内
容　

桐
壺
〜
篝
火
巻
）

と
あ
る
本
で
あ
る
。

さ
て
、
光
慶
図
書
館
本
の
焼
失
に
よ
り
「
桃
園
文
庫
蔵
本
が
唯
一
の
も

の
」
と
さ
れ
た
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
で
あ
る
が
、『
国
書
総
目
録
』
第
三
巻
（
昭

和
40
年　

岩
波
書
店
）
に
は
、

源
氏
営
鑑
抄　
げ
ん
じ
え
い

か
ん
し
ょ
う　

二
冊　

 

源
氏
栄
鑑
抄　

 

物
語　

 

猪

苗
代
正
益　

 

早
大
・
宮
城
伊
達
・
桃
園
（
一
冊
）・
旧
徳
島
光
慶
（
一

冊
）
＊
梗
概
書

と
あ
っ
て
、
新
た
に
早
稲
田
大
学
蔵
本
と
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
の

二
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
桃
園
文
庫
本
・
旧
徳
島
光
慶
図
書
館
本
は
記
さ

れ
て
い
る
通
り
一
冊
本
な
の
で
、
巻
冊
が
「
二
冊
」
と
あ
る
の
も
、
こ
の
新

た
な
二
本
に
よ
る
情
報
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
著
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三

者
を
「
猪
苗
代
正
益
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
『
源
氏
物
語
事

典
』
で
は
著
者
不
詳
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
も
新
た
な
二
本
に
よ
る
情

報
に
違
い
な
い
。　

そ
こ
で
、
宮
城
県
図
書
館
が
出
し
て
い
る
『
宮
城
県
図

書
館
蔵　

伊
達
文
庫
目
録
』（
昭
和
62
年
）
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
二
本

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
（
原
文
横
書
き
）。

2798　

栄
鑑
集　
　

D
913.36-

エ1

〔
猪
苗
代
正
益
〕
著

写
本

１
冊　

30.2cm

一
名
：
源
氏
栄
鑑
抄

印
記
：
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印

2799　

栄
鑑
集　
　

２
巻　

D
913.36-

エ1-2

〔
猪
苗
代
正
益
〕
著

写
本

２
冊　

26.1cm

印
記
：
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
伊
達
文
庫
に
は
「
栄
鑑
集
」
な
る
書
名
の
本
が
一
冊
本

と
二
冊
本
の
二
本
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
国
書
総
目
録
』
は
こ

の
う
ち
の
一
本
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
冊
本
と
の
注
記
は

な
い
の
で
、
後
者
の
二
冊
本
の
み
載
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、「
栄
鑑
集
」
と
い
う
別
名
を
『
国
書
総
目
録
』
が
記
し
て
い
な
い
の
は

不
審
で
あ
る
。『
伊
達
文
庫
目
録
』
で
著
者
名
「
猪
苗
代
正
益
」
を
〔　

〕

に
入
れ
て
い
る
の
は
、
該
本
そ
の
も
の
に
よ
る
情
報
で
は
な
く
、
外
部
資
料

に
よ
る
情
報
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
の
典
拠
が
『
国
書
総
目
録
』

で
あ
れ
ば
、
猪
苗
代
正
益
説
の
出
所
は
早
稲
田
大
学
蔵
本
と
い
う
こ
と
に
な

る
。こ

の
早
大
本
の
内
容
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
さ
れ
た
論
考
が
、
久
下
晴
康

（
裕
利
）
氏
の
「
猪
苗
代
家
と
源
氏
物
語
」（『
中
古
文
学
論
攷
』
第
三
号
〈
昭

和
57
年
10
月　

早
稲
田
大
学
大
学
院
中
古
文
学
研
究
会
〉）
で
あ
る
。
久
下

氏
は
、「
猪
苗
代
正
益
の
源
氏
物
語
梗
概
書
で
あ
る
『
源
氏
営
鑑
抄
』」
を
猪

苗
代
家
と
源
氏
物
語
の
関
わ
り
を
示
す
重
要
な
作
品
と
捉
え
て
そ
の
内
容
を

検
討
さ
れ
た
。『
源
氏
栄
鑑
抄
』
を
取
り
上
げ
た
最
初
の
学
術
論
文
で
あ
る
。

論
述
に
際
し
て
、「
こ
こ
に
直
接
用
い
る
の
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
と
『
国

書
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
九
曜
文
庫
蔵
本
の
二
伝
本
で
、
そ
れ
に
未
見
の

宮
城
県
図
書
館
蔵
本
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
早
大
本
・
伊

達
文
庫
本
の
他
に
、
九
曜
文
庫
蔵
本
の
存
在
を
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

三
伝
本
は
と
も
に
夢
浮
橋
ま
で
あ
る
二
冊
の
完
本
だ
が
、
九
曜
本
は
下

巻
の
宇
治
十
帖
が
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
安
田
光
則
の
補
写
と

な
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
前
の
寛
政
頃
の
写
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

と
言
わ
れ
、
か
つ
て
知
ら
れ
て
い
た
旧
光
慶
図
書
館
本
と
桃
園
文
庫
本
が
と

も
に
篝
火
巻
ま
で
の
一
冊
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
三
伝
本
は
い

ず
れ
も
夢
浮
橋
巻
ま
で
を
備
え
た
完
本
の
二
冊
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

久
下
氏
は
早
大
本
に
、

此
営
鑑
抄
二
冊
猪
苗
代
正
益
承
貞
山
公
命
所
撰
述
也
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と
い
う
奥
書
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、

『
営
鑑
抄
』
の
成
立
は
、
前
掲
奥
書
（
貞
山
公
が
九
曜
本
で
は
仙
台
中

納
言
、
ま
た
宮
城
本
に
は
奥
書
は
な
い
）
に
よ
っ
て
伊
達
政
宗
の
命
に

よ
り
猪
苗
代
正
益
が
撰
述
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は

十
六
世
紀
末
か
十
七
世
紀
初
頭
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
や
は
り
『
国
書
総
目
録
』
の
著
者
名
記
載
は
こ
の
早

大
本
の
奥
書
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

九
曜
文
庫
本
は
周
知
の
ご
と
く
中
野
幸
一
氏
の
蔵
本
で
、
現
在
は
早
稲
田

大
学
図
書
館
の
所
蔵
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
九
曜
文
庫
目
録
』（
平
成
24
年

早
稲
田
大
学
図
書
館
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

60　

源
氏
営
鑑
抄　

上
、
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
四
三
（
一-

二
）

猪
苗
代
正
益
﹇
著
﹈

写
、﹇
江
戸
末
期
﹈

二
冊　

二
五
・
七
×
一
八
・
三
㎝

桐
壺
―
竹
河
（
江
戸
中
期
写
）
に
宇
治
十
帖
（
天
保
一
一
年
保
田

光
則
写
）
を
後
補
し
た
も
の　
〈
印
記
〉
岡
澤
蔵
書
、
岡
澤
寄
附
、

遊
佐
姓
蔵
書
、
鈴
□
□
印
、
九
曜
文
庫
A

（
上
）
桐
壺
―
篝
火　
（
下
）
野
分
―
竹
河
、
宇
治
十
帖

九
曜
文
庫
本
が
早
稲
田
大
学
へ
移
管
さ
れ
た
の
は
平
成
二
十
一
年
の
こ
と

だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
中
野
氏
は
、
本
書
を
「
九
曜
文
庫
蔵
源
氏
物

語
享
受
資
料
影
印
叢
書
」
９
『
源
氏
営
鑑
抄
・
雲
が
く
れ
・
源
氏
雲
隠
抄
』（
平

成
21
年　

勉
誠
出
版
）
に
収
め
て
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
題
に
よ

れ
ば
、
九
曜
本
は
天
地
二
巻
か
ら
成
る
が
、「
地
巻
の
う
ち
三
十
九
丁
以
降

は
「
宇
治
十
帖
」
で
別
筆
、
料
紙
も
や
や
新
し
く
後
人
の
後
補
」
で
あ
り
、

「
書
写
年
代
は
江
戸
前
期
、
補
写
は
奥
書
に
よ
り
天
保
十
一
年
で
あ
る
」
と

言
う
（
宇
治
十
帖
以
外
の
部
分
の
書
写
は
目
録
の
記
載
よ
り
も
古
い
と
さ
れ

る
）。
こ
こ
に
言
う
「
奥
書
」
と
は
、
地
巻
末
尾
に
、

右
此
営
鑑
抄
二
巻
則
猪
苗
代
氏
正
益
承
仙
台
中
納
言
之
命
所
撰
述
也　

詞
簡
而
不
遺
本
書
大
義
実
得
源
氏
要
領
者
乎　

童
蒙
之
輩
欲
読
源
氏
者

須
先
読
此
抄　

読
了
而
後
読
源
氏
則
若
披
雲
而
観
青
天
後
学
其
勿
外
此

抄

天
保
十
一
年
十
一
月
写
終　
　
　

保
田
光
則

と
あ
る
の
を
指
し
、
中
野
氏
は
、「
右
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
源
氏
営

鑑
抄
』
は
、
猪
苗
代
正
益
が
仙
台
中
納
言
伊
達
政
宗
の
命
に
よ
り
選
述
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
最
初
の
一
文
と
同
内
容
の
奥
書
が

早
稲
田
大
学
蔵
本
に
も
あ
る
こ
と
に
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
九
曜
本
の
刊
行
よ
り
も
早
く
、
平
成
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た

伊
井
春
樹
氏
編
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（
東
京
堂
出
版
）
に

も
『
源
氏
営
鑑
抄
』
は
立
項
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

源
氏
営
鑑
抄　

げ
ん
じ
え
い
か
ん
し
ょ
う

〔
書
名
〕
外
題
、
内
題
と
も
に
「
源
氏
営
鑑
抄
」
と
し
、
巻
末
識
語
に

も
「
此
営
鑑
抄
二
巻
」
と
す
る
の
に
よ
る
。

〔
著
者
〕
猪
苗
代
正
益

〔
書
誌
〕
斎
藤
報
恩
会
本
は
三
冊
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
は
篝
火
巻
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ま
で
の
残
欠
本
一
冊
。
第
一
冊
目
に
は
「
源
氏
営
鑑
抄
上
」
と
し
、「
此

物
語
の
起
り
村
上
天
皇
の
女
御
十
宮
大
斎
院
よ
り
上
東
門
院
へ
云
々
」

と
す
る
起
筆
伝
説
、「
紫
式
部
」「
時
代
」
等
の
料
簡
が
付
さ
れ
、「
き

り
つ
ほ
」
以
下
篝
火
ま
で
の
梗
概
が
記
さ
れ
る
。
第
二
冊
目
の
内
題
は

「
源
氏
営
鑑
抄
下
」と
し
て
野
分
巻
か
ら
竹
河
巻
ま
で
、第
三
冊
目
は「
源

氏
営
鑑
抄
」
と
あ
り
、「
宇
治
十
帖
」
が
展
開
す
る
。
巻
末
に
は
、
次

の
よ
う
な
識
語
が
付
さ
れ
る
。

此
営
鑑
抄
二
巻
則
猪
苗
代
氏
正
益
承
仙
台
中
納
言
之
命
所
撰
述
也

詞
簡
而
不
遺
本
書
大
義
実
得
源
氏
要
領
者
乎
童
蒙
之
輩
欲
読
源
氏

者
須
先
読
此
抄
読
了
而
後
読
源
氏
則
若
披
雲
而
観
青
天
後
学
其
勿

外
此
抄天

保
十
一
年
十
一
月
写　

保
田
光
則

と
あ
る
。

〔
成
立
〕
江
戸
後
期

〔
内
容
〕
斎
藤
報
恩
会
本
は
巻
末
に
「
二
巻
」
と
あ
り
な
が
ら
、
現
存

の
姿
は
三
冊
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
宇
治
十
帖
だ
け
を
別
冊
に
仕
立

て
た
た
め
な
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
巻
末

の
識
語
に
記
す
よ
う
に
、
前
後
の
巻
と
の
関
連
や
年
齢
、
人
物
な
ど
を

説
明
し
な
が
ら
の
簡
要
な
梗
概
書
と
い
え
る
。（
以
下
略
）

こ
こ
で
は
、
主
に
斎
藤
報
恩
会
蔵
の
三
冊
本
に
基
づ
い
て
解
説
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
同
本
は
第
三
冊
末
尾
に
九
曜
本
と
同
じ
天
保
十
一
年
十
一
月
の

保
田
光
則
に
よ
る
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
九
曜
本
は
宇
治
十
帖
の
部
分
の
み

が
別
筆
で
後
の
補
写
と
さ
れ
て
い
て
、
本
来
正
編
部
分
と
は
異
な
る
本
と
見

ら
れ
る
の
で
、
斎
藤
本
は
九
曜
本
に
補
写
さ
れ
た
本
の
完
全
な
姿
を
伝
え
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
野
氏
は
九
曜
本
の
宇
治
十
帖
部
分
を
「
保
田
光
則

の
筆
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
斎
藤
本
は
光
則
筆
本
が

全
巻
揃
っ
て
い
た
と
き
の
転
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
九
曜
本
が
光
則

筆
で
あ
る
と
い
う
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
斎
藤
本
は
国
文
学
研
究
資
料

館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
る
と
や
は
り
本

文
的
に
は
九
曜
本
の
宇
治
十
帖
部
分
と
極
め
て
近
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
伝
本
は
、
焼
失
し
た
と
見
ら
れ
る
旧
徳
島

光
慶
図
書
館
蔵
本
（
篝
火
巻
ま
で
、
一
冊
）
を
除
い
て
、
東
海
大
学
附
属

図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
（
篝
火
巻
ま
で
、
一
冊
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

本
（
二
冊
）、
同
九
曜
文
庫
蔵
本
（
二
冊
）、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本

（
一
冊
本
と
二
冊
本
の
二
本
）、
斎
藤
報
恩
会
蔵
本
（
三
冊
）
の
六
本
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
次
章
で
は
、
改
め
て
各
伝
本
に
つ
い
て
書
誌
的
解
説
を
加
え
る
。

（
こ
の
章
、
妹
尾
）

二
　『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
伝
本
書
誌

現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
六
伝
本
を
一
通
り
閲
覧
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
に
各
本
の
書
誌
事
項
を
や
や
詳
し
く
記
す
。

便
宜
上
、
所
蔵
機
関
の
所
在
地
に
よ
り
北
か
ら
順
に
並
べ
て
伝
本
番
号
を
付

す
。
各
伝
本
名
の
下
の
括
弧
内
は
、
私
に
付
け
た
略
称
で
、
以
下
本
稿
で
は

伝
本
番
号
を
冠
し
て
こ
の
略
称
を
用
い
る
。
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六

①
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
一
冊
本
（
伊
達
一
冊
本
）

《
形
態
》
縦
三
〇
・
五
㎝
、
横
二
〇
・
九
㎝
の
大
本
袋
綴
装
一
冊
。
表
紙
は
本

文
共
紙
で
、
四
ッ
目
綴
だ
が
仮
綴
に
近
い
。
外
題
は
表
紙
左
上
に
「
栄
鑑
集

　
全
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
筆
跡
は
本
文
と
似
通
っ
て
い
る
。
内
題
は
な
い
。

１
丁
表
１
行
目
よ
り
、「
此
物
か
た
り
の
お
こ
り
は
」
云
々
と
『
源
氏
物
語
』

の
起
筆
伝
説
か
ら
記
さ
れ
る
。
墨
付
き
一
七
六
丁
。
一
面
十
一
行
、
一
行

二
十
五
字
前
後
。
下
小
口
に
「
栄
鑑
集
」
と
あ
る
。

《
内
容
》
物
語
の
お
こ
り
、
桐
壺
〜
夢
浮
橋
か
ら
成
る
。
奥
書
は
な
い
。
和

歌
は
改
行
し
て
三
〜
四
字
下
げ
。
和
歌
が
二
行
に
渡
る
場
合
、
歌
の
末
は
本

文
に
続
く
。
巻
々
の
記
事
の
間
は
基
本
的
に
一
行
空
け
ら
れ
る
が
、
桐
壺
・

箒
木
・
若
紫
・
末
摘
花
・
澪
標
・
蓬
生
・
関
屋
・
松
風
・
蛍
・
篝
火
・
野
分

の
十
一
巻
は
面
を
改
め
て
記
事
が
始
ま
る
。
前
の
巻
の
末
尾
が
面
の
三
分
の

二
を
超
え
て
終
わ
る
場
合
は
、
次
の
面
か
ら
新
た
に
巻
を
始
め
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
た
だ
し
桐
壺
巻
は
、「
物
語
の
お
こ
り
」
が
３
丁
表
の
２
行
目
で

終
わ
り
３
丁
裏
は
白
紙
、
第
４
丁
表
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
）。

《
印
記
》「
伊
達
文
庫
」「
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印
」（
２
）（
巻
首
）

《
特
記
事
項
》
漢
字
の
多
く
に
読
み
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伊
達
一

冊
本
の
特
徴
と
言
え
る
。
他
本
に
も
振
り
仮
名
は
あ
る
が
、
伊
達
一
冊
本

ほ
ど
多
く
は
な
い
。
冒
頭
に
置
か
れ
る
「
物
語
の
お
こ
り
」
に
お
け
る
振

り
仮
名
の
例
を
あ
げ
る
と
、「
女に
よ
じ
う
の
み
や

十
宮
大お
ほ
さ
い
ゐ
ん

斎
院
」「
述し
ゆ
つ
さ
く作
」「
河か
か
ひ海
」「
説せ
つ

」

「
八は
つ
き月

」
等
で
あ
る
。「
物
語
の
お
こ
り
」
の
叙
述
に
は
多
く
の
熟
語
や
人
名

等
が
出
て
く
る
の
で
、
い
き
お
い
振
り
仮
名
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
丹
念
に

振
り
仮
名
を
施
す
の
は
、
こ
の
本
の
使
用
者
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
、
あ
る

い
は
単
に
親
本
が
振
り
仮
名
の
多
い
本
で
あ
っ
た
た
め
か
は
定
か
で
な
い

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
振
り
仮
名
を
多
く
必
要
と
す
る
や
や
低
知
識
の
人
々

や
若
年
層
に
も
こ
の
本
が
読
ま
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
厳
密
に

計
算
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
他
伝
本
に
比
べ
、
全
体
を
通
し
て
仮
名
書
き

の
割
合
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

②
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
二
冊
本
（
伊
達
二
冊
本
）

《
形
態
》
縦
二
六
・
二
㎝
、
横
一
八
・
五
㎝
の
大
本
袋
綴
装
二
冊
。
表
紙
は
、

無
地
薄
桃
色
。
見
返
し
は
白
紙
。
表
紙
左
上
の
短
冊
形
双
辺
題
簽
に
「
源
氏

栄
鑑
抄　
上
（
下
）」
と
あ
る
。
外
題
の
筆
跡
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
巻
首

に
内
題
は
な
い
が
、
巻
尾
題
を
有
し
、「
栄
鑑
集　

上
終
」（
上
巻
55
丁
裏
）、

「
栄
鑑
集　

下
終
」（
下
巻
54
丁
裏
）
と
あ
る
。
ま
た
、
下
小
口
に
、
上
巻
は

「
源　

栄　

上
」、
下
巻
は
「
源　

栄　

下
」
と
墨
書
が
あ
る
。
墨
付
き
上
巻

五
五
丁
、
下
巻
五
四
丁
。
一
面
十
三
行
、
一
行
三
十
字
前
後
。

《
内
容
》　

上
巻
（
物
語
の
お
こ
り
、
桐
壺
〜
藤
裏
葉
）、
下
巻
（
若
菜
〜
夢

浮
橋
）。
和
歌
は
改
行
し
て
一
〜
二
字
下
げ
、
一
行
書
き
。
本
文
の
上
部
欄

外
に
、
朱
筆
で
書
き
入
れ
が
あ
る
。
本
文
の
右
傍
に
朱
で
圏
点
を
施
し
、
そ

の
言
葉
を
上
部
欄
外
に
抜
き
出
し
て
い
る
。
抜
き
出
さ
れ
て
い
る
言
葉
は

「
あ
る
ゝ
と
も
」「
ね
ち
の
さ
ふ
や
く
」「
ひ
る
ま
」「
ま
し
」「
い
ま
よ
」「
ひ

め
も
そ
」
の
六
例
の
み
。
こ
れ
ら
の
抜
き
出
し
は
箒
木
・
夕
顔
両
巻
に
の
み
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七

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
墨
と
朱
二
種
の
傍
書
が
あ
る
。

《
印
記
》「
伊
達
文
庫
」（
上
下
巻
と
も
１
丁
表
）、「
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印
」（
上

巻
１
丁
表
、
下
巻
１
丁
裏
）。

③
斎
藤
報
恩
会
蔵
本
（
斎
藤
本
）

《
形
態
》
縦
二
五
・
九
㎝
、
横
一
七
・
三
㎝
の
大
本
袋
綴
装
三
冊
。
表
紙
は
無

地
濃
茶
色
。
外
題
は
、
表
紙
左
上
に
「
源
氏
營
鑑
抄　

上
」「
源
氏
營
鑑
抄

　

下
」「
宇
治
十
帖 

源
氏
營
鑑
抄
」
と
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
付
け
書
き
。
内
題
は
、

巻
首
に
「
源
氏
営
鑑
抄　
上
」「
源
氏
営
鑑
抄　
下
」「
源
氏
営
鑑
抄
／
宇
治

十
帖
」（
／
は
改
行
）
と
あ
る
。
外
題
に
つ
く
「
上
（
下
）」
は
表
紙
左
上
の

「
源
氏
營
鑑
抄
」
と
あ
る
文
字
か
ら
か
な
り
下
方
に
離
れ
て
小
さ
く
書
か
れ

て
い
る
。
第
三
冊
の
外
題
は
「
宇
治
十
帖
」
と
い
う
文
字
を
や
や
小
さ
め
に

書
き
、「
源
氏
營
鑑
抄
」
の
文
字
の
右
肩
に
置
く
。
第
三
冊
の
内
題
は
、
ま

ず
第
１
行
目
に
「
源
氏
営
鑑
抄
」
と
あ
っ
て
、
次
の
行
に
「
宇
治
十
帖
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
行
を
改
め
て
「
橋
姫　
年
二
十
よ
り
廿
二
迠
」
と
、
巻
名
と
薫
の

年
齢
を
記
し
て
宇
治
十
帖
が
始
ま
る
。
外
題
の
筆
跡
は
本
文
の
そ
れ
と
一
致

す
る
。
な
お
第
三
冊
表
紙
に
は
、
右
下
に
朱
で
「
第
八
函
」
と
あ
る
。
墨
付

き
上
巻
六
六
丁
、
下
巻
四
五
丁
、
宇
治
十
帖
巻
（
第
三
冊
）
四
八
丁
。
一
面

九
行
、
一
行
二
十
五
字
前
後
。

《
内
容
》
上
巻
（
物
語
の
お
こ
り
、
桐
壺
〜
篝
火
）、
下
巻
（
野
分
〜
竹
河
）、

宇
治
十
帖
巻
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
、
奥
書
）。
巻
名
の
下
に
は
、
幻
巻
ま
で
は
、

光
源
氏
の
官
位
と
年
齢
、
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
を
、
以
降
の
巻
は
薫
の
年

齢
を
記
す
。
和
歌
は
改
行
し
て
一
〜
二
字
下
げ
、
一
行
書
き
。
な
お
、
下
巻

に
は
「
六
条
院　

四
町
図
」
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
（
３
）

《
印
記
》「
斎
藤
報
恩
會
圖
書
印
」（
各
冊
前
見
返
し
）、「
□
□
堂
図
書
印
」（
各

冊
巻
首
、
□
は
未
判
読
文
字
）、「
桑
原
蔵
書
」（
各
冊
巻
尾
）。

④
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
早
大
本
）

《
形
態
》
縦
二
五
・
七
㎝
、
横
一
八
・
三
㎝
の
大
本
袋
綴
装
二
冊
。
表
紙
は
紺

地
に
唐
草
文
様
。
見
返
し
は
白
紙
。
表
紙
左
上
の
無
枠
の
題
簽
に
「
源
氏
営

鑑
抄　

上
（
下
）」
と
あ
り
、
内
題
は
巻
首
に
「
源
氏
營
鑑
抄
上
（
下
）」
と

あ
る
。
ま
た
、
下
巻
106
丁
表
最
終
行
で
夢
浮
橋
巻
が
「
行
へ
の
し
れ
ぬ
こ
そ

面
白
け
れ
」
と
締
め
ら
れ
、
次
の
106
丁
裏
１
行
目
に
「
源
氏
営
鑑
抄
終
」
と

あ
る
。
そ
の
後
、
一
行
空
け
て
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
上
巻
の
題
簽
に
は
、
白

地
に
紺
の
打
ち
曇
り
が
あ
る
。
外
題
は
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
墨
付
き

上
巻
七
七
丁
、
下
巻
一
〇
六
丁
。
一
面
十
行
、
一
行
二
十
字
前
後
。

《
内
容
》
上
巻
（
目
録
、
物
語
の
お
こ
り
、
桐
壺
〜
篝
火
）、
下
巻
（
目
録
、

野
分
〜
夢
浮
橋
、
奥
書
）。
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
、
二
行
に
渡
る
場

合
は
歌
の
末
が
本
文
に
続
く
。
巻
名
の
下
に
は
、
幻
巻
ま
で
は
光
源
氏
の
官

位
と
年
齢
注
記
が
付
さ
れ
る
。
雲
隠
巻
以
降
に
は
注
記
は
な
い
。

《
印
記
》「
石
澤
謹
吾
」（
各
冊
巻
首
）、「
早
稲
田
大
学
圖
書
」（
各
冊
巻
首
）、「
昭

和
十
六
年
三
月
五
日
石
澤
介
吉
氏
寄
贈
」（
各
冊
巻
首
）。

《
特
記
事
項
》
六
伝
本
の
う
ち
唯
一
目
録
を
有
す
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
本

文
中
の
巻
名
と
目
録
の
巻
名
の
表
記
は
一
致
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
目
録
で
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八

「
桐
壺
」
と
あ
っ
て
も
本
文
は
「
き
り
つ
ほ
」
と
仮
名
表
記
で
あ
る
。

⑤
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
蔵
本
（
九
曜
本
）

九
曜
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
影
印
刊
行
に
あ
た
っ
て
中
野
幸
一
氏
が
解
題

で
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
（
平
成
二
十
四
年
）、

「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
（
４
）

に
『
栄
鑑
抄
』
の
早
大
本
と
九

曜
本
が
掲
載
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
カ
ラ
ー
の
画
像
を
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
も
書
誌
情
報
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
若
干
の
補
足
を
し
た
い
と
思
う
。

中
野
氏
は
解
題
で
九
曜
本
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
縦
二
十
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
二
セ
ン
チ
の
大
本
袋
綴

装
二
冊
、
表
紙
は
、
焦
茶
色
の
野
毛
を
散
ら
し
た
薄
茶
地
に
大
小
の
水

玉
模
様
の
斐
紙
、
見
返
し
は
白
紙
、
表
紙
左
上
の
短
冊
形
題
簽
に
本
文

と
同
筆
で
「
源
氏
営
鑑
抄　

天
（
地
）」
と
あ
る
。
内
題
は
「
源
氏
営

鑑
抄
上
（
下
）」、
各
冊
巻
頭
の
右
下
に
「
遊
佐
姓
蔵
書
」
の
長
方
黒
印

と
「
九
曜
文
庫
」
の
長
方
朱
印
が
あ
る
。
ま
た
上
方
に
「
鈴
木
蔵
書
」
の

陰
刻
朱
方
印
、
そ
の
横
に
も
長
方
印
が
あ
る
が
朱
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

本
文
料
紙
は
楮
紙
、
墨
付
は
天
巻
四
十
五
丁
、
地
巻
七
十
丁
、
地
巻

の
う
ち
三
十
九
丁
以
降
は「
宇
治
十
帖
」で
別
筆
、料
紙
も
や
や
新
し
く
、

後
人
の
後
補
で
あ
る
。
一
面
十
三
行
、一
行
三
十
字
前
後
、別
筆
の
「
宇

治
十
帖
」（
三
十
九
丁
〜
七
十
丁
）
は
一
面
十
二
行
、
一
行
十
八
〜

二
十
二
字
、
歌
は
二
、三
字
下
げ
て
一
行
書
き
、
補
筆
部
分
の
歌
は
二

字
下
げ
で
末
は
本
文
に
続
く
。（
以
下
略
）

印
記
に
つ
い
て
少
々
付
言
す
れ
ば
、「
鈴
木
蔵
書
」
の
印
は
上
巻
に
し
か

な
く
、「
遊
佐
姓
蔵
書
」
印
の
す
ぐ
上
に
あ
る
。
巻
首
上
方
に
あ
る
朱
で
抹

消
さ
れ
て
い
る
印
は
横
に
二
種
並
べ
て
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
を
試
み
る

と
、
か
ろ
う
じ
て
右
は
「
岡
澤
蔵
書
」、
左
は
「
岡
澤
寄
附
」
と
読
め
た
。

上
巻
（
物
語
の
お
こ
り
、
桐
壺
〜
篝
火
）、
下
巻
（
野
分
〜
夢
浮
橋
、
奥

書
）。
和
歌
の
頭
に
は
朱
の
合
点
、
和
歌
の
末
に
も
朱
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

天
・
地
二
冊
の
外
題
の
筆
跡
は
、
宇
治
十
帖
部
の
筆
跡
と
同
じ
で
あ
る
。

宇
治
十
帖
部
が
後
補
さ
れ
た
際
に
、
天
・
地
両
冊
の
装
丁
を
改
め
整
え
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
九
曜
本
の
宇
治
十
帖
部
（
地
巻
39
丁
以
降
）
は
そ
れ
以

前
と
は
明
ら
か
に
別
筆
で
、
補
写
合
綴
本
も
し
く
は
取
り
合
わ
せ
本
と
考
え

ら
れ
る
。

⑥
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
（
桃
園
本
）

《
形
態
》
縦
一
九
・
〇
㎝
、
横
一
二
・
五
㎝
の
や
や
縦
長
の
中
本
袋
綴
装
一

冊
。
表
紙
は
無
地
薄
茶
色
。
見
返
し
は
白
紙
。
外
題
は
な
く
、
内
題
は
巻
首

に
「
源
氏
栄
鑑
抄
」
と
あ
る
。
一
面
十
五
行
、
一
行
十
九
字
前
後
。
墨
付
き

六
九
丁
で
、
澪
標
巻
と
蓬
生
巻
の
間
に
遊
紙
が
一
丁
存
す
る
。

《
内
容
》
物
語
の
お
こ
り
、
桐
壺
〜
篝
火
。
野
分
以
下
は
な
い
。
和
歌
は
改

行
し
て
二
〜
三
字
下
げ
。
二
行
に
渡
る
場
合
も
、
二
字
下
げ
で
、
本
文
は
次

の
行
か
ら
始
ま
る
。
各
巻
名
の
上
に
源
氏
香
図
が
記
さ
れ
る
。
巻
名
の
下

に
、
二
箇
所
、
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。
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九

・
箒
木
「
源
氏
十
六
歳
桐
壺
と
此
巻
の
間
三
年
あ
り
其
間
藤
つ
ほ
と
密
通

あ
り
た
り
と
思
ふ
へ
し
」

・
空
蝉
「
源
氏
十
六
歳
」

《
印
記
》「
岡
澤
蔵
書
」「
岡
澤
寄
附
」「
仙
臺
市
大
□
□
□
□
物
□
□
□
取
賣

舎
奥
田
商
店
」（
す
べ
て
巻
首
。
□
は
未
判
読
文
字
）

《
特
記
事
項
》
巻
首
に
あ
る
「
岡
澤
蔵
書
」「
岡
澤
寄
附
」
の
印
は
九
曜
本
に

捺
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
、
両
本
は
か
つ
て
「
岡
澤
」
な
る
人
物
の
所

蔵
に
な
り
、
そ
れ
が
ど
こ
か
に
寄
付
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
こ
の
「
岡
澤
」
が
誰
な
の
か
特
定
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
て
い

な
い
。
（
５
）

以
上
、
各
本
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
述
べ
た
。　
　
　
（
こ
の
章
、
白
石
）

三
　
各
伝
本
の
伝
来
に
つ
い
て

さ
て
、
前
章
に
記
し
た
各
伝
本
に
あ
る
印
記
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
ど
の

本
も
宮
城
県
ま
た
は
仙
台
伊
達
藩
と
関
わ
り
の
あ
る
本
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、『
源
氏
栄
鑑
抄
』
が
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
の
命
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
伊
達
家
ま
た
伊
達
藩
内
で
享
受
さ
れ
た
作
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
の
だ
が
、
現
在
は
関
東
地
方
に
所
在
す
る

本
も
含
め
て
す
べ
て
の
本
が
か
つ
て
仙
台
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、

本
書
の
伝
播
範
囲
が
極
め
て
狭
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

伊
達
文
庫
所
蔵
の
二
本
は
、
も
と
も
と
伊
達
家
の
所
蔵
本
で
あ
る
か
ら
、

伊
達
藩
と
の
繋
が
り
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
の
本
が
有

す
る
印
記
に
関
し
て
、
そ
の
由
来
を
可
能
な
限
り
追
究
し
て
報
告
す
る
。

③
斎
藤
本
に
あ
る
印
記
「
□
□
堂
図
書
印
」「
桑
原
蔵
書
」
は
と
も
に
蔵

書
主
が
不
明
で
あ
り
、
伝
来
を
示
す
手
が
か
り
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
所
蔵
者
の
斎
藤
報
恩
会
は
仙
台
に
あ
り
、
も
と
も
と
は
桃も
の
う生

郡
前
谷
地
村

（
現
石
巻
市
）
の
大
地
主
斎
藤
善
右
衛
門
が
大
正
十
二
年
に
設
立
し
た
財
団

法
人
で
あ
る
。
主
な
事
業
は
大
学
に
対
す
る
学
術
研
究
助
成
と
博
物
館
の
経

営
だ
が
、
当
初
に
比
べ
て
現
在
は
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
も
と

も
と
文
庫
や
図
書
館
で
は
な
い
が
、
博
物
館
の
収
蔵
品
の
一
つ
に
『
源
氏
営

鑑
抄
』
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
（
６
）

仙
台
周
辺
に
伝
来
し
た
資
料
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
④
早
大
本
の
印
記
に
あ
る
「
石
澤
謹
吾
」
と
い
う
人
物
は
、
相
当

な
著
名
人
で
あ
る
。『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
３
（
昭
和
63
年　

新
人
物

往
来
社
）
に
、

天
保
元
年
〜
大
正
六
年
（
一
八
三
〇
〜
一
九
一
七
）
飯
田
藩
家
老
、
の

ち
典
獄
。（
中
略
）
幼
い
頃
よ
り
読
書
を
藩
儒
加
藤
一
什
に
受
け
、
成

長
し
て
井
上
頣
堂
、
大
卿
浩
斎
、
昌
谷
精
渓
、
藤
森
大
雅
ら
に
学
び
、

ま
た
洋
学
も
修
め
た
。
安
政
四
年
父
信
方
が
没
す
る
と
そ
の
家
督
を
継

ぎ
、
禄
百
石
を
受
け
、
側
頭
取
締
役
と
な
り
（
中
略
）
常
に
尊
王
愛
国

の
志
を
抱
き
、
開
国
の
説
を
主
張
し
、「
開
国
即
ち
是
勤
王
の
道
な
り
」

と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。（
中
略
）
明
治
二
年
十
月
飯
田
藩
の
大
参

事
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
八
年
一
月
警
視
庁
十
三
等
出
仕
を
振
り
出
し
に

官
界
に
入
り
、
明
治
三
十
四
年
十
月
監
獄
事
務
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
高
等
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十

官
三
等
一
級
棒
に
叙
せ
ら
れ
、
同
三
十
五
年
辞
職
。（
中
略
）
明
治
の

有
名
な
典
獄
で
あ
る
。（
以
下
略
）

の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。
信
州
飯
田
の
一
藩
士
か
ら
家
老
に
ま
で
昇
り
、

後
に
明
治
新
政
府
の
中
央
官
僚
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
典
獄
と
し
て
名
を

挙
げ
た
こ
の
人
が
『
源
氏
物
語
』
や
日
本
の
古
典
文
学
に
特
に
関
心
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。『
栄
鑑
抄
』
そ
の
も
の
に
興
味
が
あ
っ
て
所

持
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
古
書
蒐
集
の
趣
味
が
あ
っ
て
、
偶
然
入
手
し

た
書
籍
群
の
中
に
あ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
重
松
一
義
編
『
図
鑑

日
本
の
監
獄
史
』（
昭
和
60
年　

雄
山
閣
出
版
）
の
「
宮
城
集
治
監
」
の
章

に
も
登
場
す
る
。
宮
城
集
治
監
の
用
地
は
「
仙
台
東
郊
、
独
眼
竜
伊
達
政
宗

隠
居
所
若
林
城
址
南
小
泉
村
の
広
大
な
用
地
で
用
地
内
に
は
政
宗
が
朝
鮮
の

役
で
持
ち
帰
っ
た
〝
臥
竜
梅
〞
も
あ
る
名
所
で
あ
る
。
こ
の
建
築
指
導
に
は

警
視
監
獄
署
長
小
野
田
元
凞
が
権
大
警
部
石
沢
謹
吾
を
伴
っ
て
出
張
し
て
い

る
」
云
々
と
書
か
れ
て
お
り
、
石
澤
は
宮
城
集
治
監
の
建
築
委
員
に
も
名
を

連
ね
た
。
そ
の
後
集
治
監
建
設
の
実
質
的
責
任
者
と
な
り
、
明
治
十
二
年
に

落
成
す
る
と
初
代
典
獄
に
就
任
し
た
と
い
う
。
彼
が
『
栄
鑑
抄
』
を
手
に
入

れ
た
の
が
宮
城
集
治
監
に
関
わ
っ
て
仙
台
と
の
繋
が
り
が
で
き
た
後
な
の
か

ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
本
が
仙
台
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性

は
低
く
な
い
。
石
澤
も
ま
た
仙
台
と
い
う
地
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
な
の
で

あ
っ
た
。
（
７
）

そ
し
て
、
⑤
九
曜
本
の
印
記
に
あ
る
「
遊
佐
姓
」
は
伊
達
藩
に
仕
え
た
遊

佐
氏
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
遊
佐
氏
と
は
、『
国

史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
れ
ば
、
元
々
は
畠
山
氏
の
被
官
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
被
官
に
な
っ
た
経
緯
は
未
詳
だ
が
、「
奥
州
管
領
畠
山
氏
の
被

官
に
も
遊
佐
氏
が
お
り
、
奥
羽
の
遊
佐
氏
は
、
の
ち
二
本
松
藩
や
仙
台
藩
に

仕
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
⑥
桃
園
本
は
、
仙
台
市
に
あ
っ
た
「
奥
田
商
店
」
な
る
店
が
所
持

し
て
い
た
こ
と
を
印
記
が
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
も
六
伝
本
の
う
ち
半
分
は
宮
城
県
内
に
あ
り
、
関

東
所
在
の
他
の
三
本
に
も
か
つ
て
宮
城
県
に
存
在
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
源
氏
栄
鑑
抄
』
が
仙
台
で
作
ら
れ
、
仙
台
と

そ
の
周
辺
、
旧
伊
達
藩
内
に
お
い
て
享
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
広
く
伝

播
す
る
こ
と
の
な
い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。 

（
こ
の
章
、
白
石
。
一
部
妹
尾
加
筆
）

四
　
奥
書
の
有
無
と
そ
の
内
容

こ
こ
で
、
伝
本
間
に
お
け
る
奥
書
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
。
六

伝
本
の
う
ち
、
③
斎
藤
本
・
④
早
稲
田
本
・
⑤
九
曜
本
の
三
本
は
奥
書
を
持

つ
。
す
で
に
先
行
研
究
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て

三
伝
本
の
奥
書
を
引
用
す
る
（
引
用
文
の
改
行
は
各
本
の
通
り
と
し
た
）。

⑤
九
曜
本

右
此
営
鑑
抄
二
巻
則
猪
苗
代
氏
正
益
承

仙
臺
中
納
言
之
命
所
撰
述
也
詞
簡
而
不
遺
本
書
大

義
実
得
源
氏
要
領
者
乎
童
蒙
之
輩
欲
讀
源
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十
一

氏
者
須
先
讀
此
抄
讀
了
而
後
讀
源
氏
則
若
披
雲

而
覩
青
天
後
学
其
勿
外
此
抄

天
保
十
一
年
十
一
月
写
終　
　
　

保
田
光
則

③
斎
藤
本

此
営
鑑
抄
二
巻
則
猪
苗
代
氏
正
益
承
仙
臺
中
納
言

之
命
所
撰
述
也
詞
簡
而
不（
マ
マ
）
遣
本
書
大
義
實
得
源
氏

要
領
者
乎
童
蒙
之
輩
欲
讀
源
氏
者
須
先
讀
此
抄
讀

了
而
後
讀
源
氏
則
若
披
雲
而
覩
青
天
後
學
其
勿
外

此
抄天

保
十
一
年
十
一
月
写　
　
　

保
田
光
則

④
早
大
本

此
営
鑑
抄
二
冊
猪
苗
代
正
益
承

貞
山
公
命
所
撰
述
也

三
本
と
も
奥
書
は
本
文
の
筆
跡
（
⑤
九
曜
本
に
あ
っ
て
は
「
宇
治
十
帖
」

部
分
の
筆
跡
）
と
同
じ
で
あ
る
。
③
斎
藤
本
で
は
、
⑤
九
曜
本
の
ご
と
く

「
不
遺
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
不
遣
」
と
誤
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
ら
か
に
転
写
さ
れ
た
奥
書
で
あ
る
。
奥
書
に
限
ら
ず
、
斎
藤
本
の
本
文
に

は
誤
写
と
見
ら
れ
る
異
同
が
目
立
つ
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
奥
書

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
作
者
が
猪
苗
代
正
益
で
あ
る
こ

と
や
、
伊
達
政
宗
（
仙
台
中
納
言
・
貞
山
公
）
の
命
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と

い
う
成
立
事
情
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
章
で
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
④
早
大
本
と
⑤
九
曜
本
・
③
斎
藤
本
の
奥
書
の
間
に
は
明
ら
か

に
分
量
の
差
が
あ
る
。
④
早
大
本
は
、『
栄
鑑
抄
』
の
成
立
事
情
に
関
す
る

記
事
の
み
で
あ
り
、
⑤
九
曜
本
・
③
斎
藤
本
は
『
栄
鑑
抄
』
の
成
立
事
情
に

加
え
て
『
栄
鑑
抄
』
の
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
天
保
十
一

年
十
一
月
に
保
田
光
則
が
書
写
し
た
と
す
る
年
時
記
載
と
署
名
が
あ
る
。
奥

書
の
量
に
差
が
あ
る
こ
と
に
は
、
増
補
さ
れ
た
か
削
除
さ
れ
た
か
の
二
方
向

の
可
能
性
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
す
で
に
あ
っ
た
奥
書
の
記
載
を
書
写
者
が
削

除
ま
た
は
省
略
す
る
と
い
う
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
保
田
光
則
は
④
早
大
本
の
ご
と
く
成
立
事
情
の
み
が
簡
潔
に
記
さ
れ
た

奥
書
を
持
つ
『
源
氏
営
鑑
抄
』
を
見
る
機
会
を
得
て
、
そ
の
本
を
親
本
と
し

て
天
保
十
一
年
十
一
月
に
書
写
し
た
際
に
、
こ
の
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
の

自
ら
の
見
解
を
奥
書
に
加
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
光
則

が
見
た
本
に
す
で
に
⑤
九
曜
本
・
③
斎
藤
本
の
よ
う
な
量
の
多
い
奥
書
が
あ

り
、
そ
れ
を
写
し
た
後
に
書
写
年
時
と
署
名
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も

な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
奥
書
を
持
つ
の
は
こ
の
三
本
だ
け
で
あ
る
。
作
品
の
成
立
事

情
を
伝
え
る
奥
書
の
な
い
伝
本
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
成
立
に
深
く
関

わ
っ
た
伊
達
家
の
蔵
書
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
正
益
自
筆
の
原
本

に
は
奥
書
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
転
写
に
あ
た
っ
て
成
立
事
情
に
関
す

る
奥
書
を
わ
ざ
わ
ざ
削
除
す
る
と
い
う
の
は
不
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
⑤
九
曜
本
・
③
斎
藤
本
で
は
「
二
巻
」、
④
早
稲
田
本
で
は
「
二

冊
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
栄
鑑
抄
』
は
二
巻
二
冊
の
形
態
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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十
二

た
だ
し
、
こ
れ
は
最
初
に
奥
書
を
書
い
た
書
写
者
が
見
た
の
が
二
冊
本
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
作
者
正
益
が
『
栄
鑑
抄
』
を
何
冊
仕
立
て
で
書
い

た
の
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
実
は
、
現
存
伝
本
を
子
細
に
調
べ
て
み
る
と
、

現
存
本
以
前
に
お
そ
ら
く
は
七
冊
本
の
形
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
節
が
あ
る
の
で
あ
る
。

現
存
本
の
う
ち
二
冊
本
の
形
態
を
持
つ
の
は
②
伊
達
二
冊
本
・
⑤
九
曜
本
・

④
早
大
本
の
三
本
で
あ
る
。
分
冊
に
し
な
い
①
伊
達
一
冊
本
を
除
い
た
五
本

の
う
ち
四
本
は
、
第
一
冊
に
篝
火
巻
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
焼
失
し
た

と
さ
れ
る
徳
島
光
慶
図
書
館
蔵
本
も
篝
火
巻
ま
で
の
一
冊
本
で
あ
っ
た
よ
う

だ
）。
し
か
し
②
伊
達
二
冊
本
だ
け
は
第
一
冊
に
藤
裏
葉
巻
ま
で
を
収
め
る
。

②
伊
達
二
冊
本
に
は
篝
火
巻
の
後
に
野
分
・
行
幸
・
藤
袴
・
真
木
柱
・
藤
裏

葉
の
五
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
②
伊
達
二
冊
本
は
上
巻
五
五

丁
、
下
巻
五
四
丁
と
上
下
巻
の
分
量
が
ほ
ぼ
等
し
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
篝

火
巻
を
第
一
冊
の
巻
末
に
す
る
伝
本
で
は
、
上
下
巻
の
丁
数
の
差
は
、
⑤
九

曜
本
で
は
二
九
丁
、
④
早
大
本
で
は
二
五
丁
で
あ
る
。
三
冊
本
で
あ
る
③
斎

藤
本
も
第
一
冊
は
篝
火
巻
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
上
巻
と
下
巻
の
差
は
二
一

丁
、
上
巻
と
第
三
冊
目
の
宇
治
十
帖
巻
の
差
は
一
八
丁
で
あ
っ
た
。
二
冊
本

な
ら
ば
上
下
巻
で
量
的
に
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
②
伊
達
二
冊
本
の
よ
う
な

形
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。
た
か
が
数
十
丁
の
こ
と
と
は
い
え
、
藩
主

で
あ
り
庇
護
者
で
あ
る
伊
達
政
宗
に
献
上
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
正
益
は
体

裁
に
も
細
か
く
心
を
配
っ
て
作
っ
た
は
ず
だ
。
物
語
の
構
成
を
考
え
た
上
で

の
分
冊
な
ら
、
な
お
さ
ら
光
源
氏
が
准
太
上
天
皇
に
な
っ
て
栄
華
を
極
め
る

藤
裏
葉
巻
を
一
冊
の
句
切
り
と
し
た
方
が
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
な

ぜ
、
現
存
伝
本
の
多
く
が
篝
火
巻
を
第
一
冊
の
末
尾
に
置
い
て
、
上
下
巻
の

バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
は
そ
の
理
由
の

臆
測
で
あ
る
。

篝
火
巻
が
分
冊
の
区
切
れ
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
の
形
態
の
名

残
を
留
め
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
本
来
七
冊
に
分
冊
さ
れ

て
い
た
親
本
を
、
上
下
二
冊
本
に
仕
立
て
直
し
た
た
め
に
生
じ
た
不
均
衡
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
親
本
の
段
階
で
は
一
冊
一
冊
の
分
量
が
同
じ

程
度
で
あ
っ
て
も
、
奇
数
の
冊
数
の
本
を
二
冊
に
ま
と
め
た
場
合
、
ど
う
し

て
も
上
下
巻
で
差
が
出
て
し
ま
う
。
上
下
冊
に
二
五
〜
三
〇
丁
の
差
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
の
一
冊
分
も
そ
の
く
ら
い
の
分
量
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
推
測
の
も
と
、『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
七
冊
本
を
想
定
し
て
み

る
。
第
一
冊
が
桐
壺
〜
紅
葉
賀
巻
、
第
二
冊
が
花
宴
〜
関
屋
巻
、
第
三
冊
が

絵
合
〜
篝
火
巻
、
第
四
冊
が
野
分
〜
若
菜
下
巻
、
第
五
冊
が
柏
木
〜
竹
河

巻
、
第
六
冊
が
橋
姫
〜
東
屋
巻
、
第
七
冊
が
浮
舟
〜
夢
浮
橋
巻
。
こ
の
よ
う

に
分
冊
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
篝
火
巻
が
現
存
伝
本
の
第
一
冊
の
最

後
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
冊
数
が
多
く
あ
っ
た
こ
ろ
の
名
残
で
、
七
冊
本
の

う
ち
前
三
冊
と
後
四
冊
が
ま
と
め
ら
れ
た
た
め
に
、
上
下
巻
で
分
量
的
に
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
本
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
一
冊

の
分
量
が
二
五
丁
〜
二
七
丁
（
便
宜
上
、
④
早
大
本
の
丁
数
を
も
と
に
計
算

し
た
）
に
な
る
。
だ
か
ら
正
益
が
政
宗
に
献
上
し
た
本
は
七
冊
本
だ
っ
た
と
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十
三

結
論
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
が
、『
栄
鑑
抄
』
は
伝
来
過
程
の
あ
る
段

階
で
七
冊
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
成
り
立
つ
と
思
う
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
伊
達
文
庫
に
残
る
二
つ
の
伝
本
が
、
一
冊
本
と
、
上
下
巻
で

量
的
に
均
衡
の
取
れ
た
二
冊
本
で
あ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
。
書
写
者
は
お
そ
ら
く
も
と
の
本
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
の
形
態

で
写
そ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
で
あ
る
正
益
な
ら
ば
ど
う
だ
ろ
う

か
。
正
益
で
あ
れ
ば
、
増
補
・
改
変
を
加
え
、
用
途
に
合
わ
せ
て
改
編
す
る

に
当
た
っ
て
、
も
と
も
と
の
巻
の
切
れ
目
な
ど
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
上
下

巻
で
分
量
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
形
に
改
め
る
こ
と
も
な
し
得
よ
う
。
そ

の
際
、
藤
裏
葉
巻
を
分
冊
の
区
切
れ
と
す
る
方
が
物
語
の
構
造
上
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
直
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
伊
達
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
だ
け

が
こ
の
よ
う
な
分
冊
形
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
正
益
自
身
の
手

か
、
も
し
く
は
そ
の
助
言
に
よ
っ
て
二
冊
本
に
仕
立
て
直
し
た
と
い
う
よ
う

な
事
情
が
あ
っ
て
、
現
存
の
②
伊
達
二
冊
本
は
そ
れ
を
継
承
し
た
形
態
な
の

か
も
知
れ
な
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
⑤
九
曜
本
と
③
斎
藤
本
の
奥
書
に
署
名
し
て
い
る
保
田
光
則

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
保
田
光
則
の
経

歴
に
関
し
て
は
青
山
英
正
氏
「
仙
台
の
和
学
者
・
保
田
光
則
の
文
業
―
和
歌
と

教
化
活
動
を
中
心
に
」（『
言
語
情
報
科
学
』
第
五
号　

平
成
19
年
）
に
詳
し
い
。

以
下
は
同
論
文
を
参
考
に
し
つ
つ
記
述
す
る
。

保
田
光
則
な
る
人
物
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
仙
台
藩
の
中
堅
藩

士
・
保
田
光
利
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
彼
は
『
雅
言
集
覧
増
補
并
続
編
』

の
著
者
と
し
て
今
に
名
を
残
す
が
、
藩
士
と
し
て
藩
の
文
教
政
策
に
力
を
尽

く
し
た
よ
う
で
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
三
月
に
は
藩
の
学
び
舎
で
あ
る

養
賢
堂
の
権
諸
生
主
立
、
同
九
月
に
権
諸
生
扱
に
昇
進
し
、
一
教
員
の
職
に

つ
い
て
い
る
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
は
『
訓
戒
和
歌
集
』
と
題
す
る

歌
集
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
の
集
は
「『
万
葉
集
』
や
勅
撰
集
の
古
歌
か
ら

当
代
の
道
歌
ま
で
を
七
〇
〇
首
以
上
集
め
、
教
訓
の
た
め
に
用
い
た
歌
集
」

で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
特
徴
は
「
読
者
像
が
男
性
に
設
定
さ
れ
て
い
た
」
点

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
光
則
の
孫
・
孝
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
「
藩
学
指
南
役
兼
藩

主
慶
邦
公
の
師
範
役
に
挙
ら
れ
た
り
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
（
８
）

ま
た
、
星
加
宗
一
氏
は
、
光
則
は
猪
苗
代
謙
道
と
も
よ
く
交
流
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
９
）

謙
道
は
甥
兼
与
の
養
子
と
な
っ
て
猪
苗
代

家
嫡
流
を
嗣
い
だ
正
益
の
子
兼
説
の
八
代
目
の
子
孫
で
あ
る
。
光
則
が
『
栄

鑑
抄
』
を
目
に
し
て
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
書
写
し
た
の
も
、
猪
苗
代
家
の

人
物
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
中
堅
藩
士
で
あ
る
光
則
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
は
、『
栄
鑑
抄
』
は
政
宗
の
命
を
受
け
撰
述
さ
れ
た
後
、
伊
達
家

の
筐
底
に
秘
め
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
藩
内
に
広
が
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
和
歌
が
教
育
的
有
用
性
を
持
つ
と
主
張
す

る
光
則
に
と
っ
て
『
栄
鑑
抄
』
は
い
か
な
る
価
値
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

朱
子
学
中
心
の
養
賢
堂
で
、
国
学
者
と
し
て
和
歌
や
和
文
の
有
用
性
を
主
張

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
に
と
っ
て
、『
源
氏
物
語
』
の
教
訓
的
要
素
を
直
接
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十
四

指
摘
し
て
い
る
『
栄
鑑
抄
』
は
な
か
な
か
有
用
だ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

光
則
が
書
写
年
時
と
署
名
に
留
ま
ら
ず
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
た
奥
書
を

加
え
た
の
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
奥
書
の
文
言
を

見
る
限
り
、『
栄
鑑
抄
』
を
高
く
評
価
し
、
こ
の
書
が
よ
り
多
く
の
人
に
読

ま
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
れ
は
光
則
が
藩
校
で
指
導
者
的
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
が
奥
書
の
中
で
本
書

の
有
用
性
を
強
く
主
張
し
た
の
は
、
養
賢
堂
で
講
読
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

の
こ
と
と
考
え
る
の
も
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
養
賢
堂
の
中
で

奥
書
に
言
う
よ
う
な
「
童
蒙
之
輩
欲
讀
源
氏
」
と
い
う
こ
と
が
実
際
に
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
光
則
は
こ
の
書
に
着
目
し
、
自
ら
書
写
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

前
述
の
ご
と
く
、
伊
達
家
伝
来
本
に
は
奥
書
が
な
い
こ
と
か
ら
、
作
者
正

益
は
『
栄
鑑
抄
』
に
自
ら
の
奥
書
や
識
語
を
付
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
伊

達
政
宗
の
周
辺
か
ら
こ
の
作
品
が
転
写
さ
れ
て
地
道
に
広
が
っ
て
い
く
中

で
、
ま
ず
本
書
の
成
立
事
情
が
記
さ
れ
（
④
早
大
本
奥
書
）、
後
に
保
田
光

則
に
よ
っ
て
本
書
の
有
用
性
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
が
追
加
さ
れ
た
と
い
う

奥
書
成
長
の
経
緯
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

正
益
が
奥
書
を
付
さ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
書
が
世
間
に
広
く
流
布
し
て

不
特
定
多
数
の
読
者
に
読
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
か
も
知
れ
な
い
。
政
宗
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
正
益
に
『
源
氏
物
語
』
梗

概
書
の
製
作
を
所
望
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
正
益
は
伊
達
家
内
の
ご

く
少
数
の
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
つ
ま
り
政
宗
を
は
じ
め
『
栄
鑑
抄
』
の
成
立
事
情
を
よ
く
知
る
人
々
を

読
者
に
想
定
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
奥
書
を
付
す
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
栄
鑑
抄
』
は
写
本
の
み
で
伝
わ
り
、
現
存
伝
本
の
数
も
多
く
は
な
い
が
、

そ
れ
は
梗
概
書
と
し
て
の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
も
と
も
と
伊
達
家
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
享
受
す
る
た
め
に

作
ら
れ
た
の
で
、
多
く
の
人
に
そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
成
立
か
ら
二
百
年
ほ
ど
経
っ
た
江
戸
後
期
に
、
藩
内
で

和
歌
の
指
南
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
保
田
光
則
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
見

出
さ
れ
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
伝
本
は
多
少
増
え
た
け
れ
ど
も
、
広
く

流
布
す
る
こ
と
は
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
光
則
が
強
調
し
た
通
り
の
価

値
を
有
す
る
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。                                          

（
こ
の
章
、
白
石
）

五
　
諸
伝
本
に
お
け
る
和
歌
注
の
異
同
に
つ
い
て

『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
現
存
六
伝
本
に
は
、
奥
書
の
有
無
や
分
冊
形
態
の
相

違
の
み
な
ら
ず
、
本
文
に
関
し
て
も
相
互
に
大
小
の
異
同
が
あ
る
。
そ
れ
ら

の
い
ち
い
ち
を
細
か
く
検
討
す
る
こ
と
は
紙
数
の
制
約
も
あ
っ
て
で
き
な
い

の
で
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
和
歌
注
、
す
な
わ
ち
作
中
に
引
用
さ
れ
た
和

歌
に
対
す
る
読
解
注
の
有
無
に
観
点
を
し
ぼ
っ
て
略
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
栄
鑑
抄
』
に
は
『
源
氏
物
語
』
原
典
に
存
す
る
七
九
五
首
の
う
ち

二
〇
六
首
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
部
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
箇
所
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十
五

を
除
き
、
基
本
的
に
諸
本
間
に
異
同
は
な
い
。

最
も
和
歌
注
の
多
い
①
伊
達
一
冊
本
は
、
二
〇
六
首
の
引
用
歌
の
う
ち

一
九
八
首
に
、
長
短
は
あ
れ
何
か
し
ら
の
和
歌
注
を
付
し
て
い
る
。

②
伊
達
二
冊
本
で
は
、
箒
木
巻
で
、「
は
ゝ
木
き
の（

10
）」

の
歌
を
落
と
す
。

本
来
は
和
歌
注
と
し
て
、「
は
ゝ
木
き
の
」
の
後
に
「
そ
の
は
ら
や
」
の
歌

が
本
歌
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
だ
が
、
同
本
は
光
源
氏
詠
と
し
て
「
そ
の
は

ら
や
」
を
挙
げ
る
。「
は
ゝ
木
き
の
」
を
落
と
す
と
同
時
に
、
和
歌
注
の
一

文
「
あ
ひ
か
た
き
人
は
心
を
は
し
ら
て
あ
や
な
く
た
つ
ね
ま
と
ふ
と
い
ふ
心

か
」
も
②
伊
達
二
冊
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
は
ゝ
木
き
の
」
の
歌
は
誤
っ

て
脱
落
し
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
が
、
そ
の
後
の
和
歌
注
の
一
文
が
な
い
の

は
い
か
な
る
理
由
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
親
本
に
は
こ
の
一
文
が
な
く
、
本

歌
「
そ
の
は
ら
や
」
を
指
摘
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
こ
の

和
歌
注
部
分
に
は
現
存
伝
本
で
三
様
の
本
文
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
和
歌
注

の
な
い
③
斎
藤
本
・
④
早
稲
田
本
、
本
歌
指
摘
の
み
の
②
伊
達
二
冊
本
、
本

歌
指
摘
と
和
歌
注
一
文
を
持
つ
①
伊
達
一
冊
本
・
⑤
九
曜
本
・
⑥
桃
園
本
の

三
種
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
段
階
的
に
和
歌
注
が
増
え
て
い
っ
た
状
況
を
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
②
伊
達
二
冊
本
に
は
夕
霧
巻
に
和
歌
を
含
む
脱
落
が
あ
る
。「
山

さ
と
の
」（
五
二
六
）
の
和
歌
が
落
ち
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
和
歌
注
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
確
か
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
二
箇
所
の
脱
落
箇
所
を
除
け

ば
、
①
伊
達
一
冊
本
と
②
伊
達
二
冊
本
で
和
歌
注
の
量
は
一
致
し
て
い
る
。

④
早
大
本
に
お
い
て
和
歌
注
が
あ
る
の
は
、
二
〇
六
首
の
う
ち
一
二
三
首

で
あ
る
。
④
早
大
本
と
①
伊
達
一
冊
本
の
和
歌
注
を
比
較
す
る
と
、
一
二
三

首
の
う
ち
二
七
首
の
和
歌
注
で
④
早
大
本
の
方
が
記
述
量
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

③
斎
藤
本
は
、
須
磨
巻
に
大
き
な
脱
落
が
見
ら
れ
、「
う
ら
人
の
」「
う
き

め
か
る
」「
恋
わ
ひ
て
」
の
三
首
と
「
山
か
つ
の
」
の
歌
の
第
三
句
目
ま
で

を
含
む
本
文
を
落
と
す
。
そ
れ
以
外
の
和
歌
注
の
有
無
に
関
し
て
は
④
早
大

本
と
一
致
す
る
が
、
④
早
大
本
よ
り
も
和
歌
注
の
分
量
が
多
い
例
が
一
首
あ

る
。
伊
達
文
庫
二
本
で
竹
河
巻
の
「
竹
河
の
」
の
歌
に
は
二
文
の
和
歌
注
が

あ
り
、
③
斎
藤
本
に
は
二
文
と
も
あ
る
が
、
④
早
大
本
で
は
う
ち
一
文
が
な

い
の
で
あ
る
。

⑥
桃
園
本
は
上
巻
の
み
し
か
存
し
な
い
が
、
上
巻
（
桐
壺
〜
篝
火
巻
）
の

引
用
和
歌
九
七
首
の
う
ち
す
べ
て
に
和
歌
注
が
あ
る
。
こ
れ
は
①
伊
達
一
冊

本
と
一
致
し
て
い
る
上
、
注
の
分
量
も
等
し
い
。

⑤
九
曜
本
は
宇
治
十
帖
部
が
正
編
部
と
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
述

べ
た
。
桐
壷
〜
竹
河
巻
に
つ
い
て
は
、
引
用
和
歌
一
五
九
首
の
う
ち
一
五
三

首
に
和
歌
注
が
あ
り
、
こ
れ
は
①
伊
達
一
冊
本
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し

和
歌
注
の
量
に
関
し
て
は
一
箇
所
相
違
が
あ
る
。
箒
木
巻
の
「
数
な
ら
ぬ
」

の
歌
の
和
歌
注
の
中
の
一
文
が
⑤
九
曜
本
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

宇
治
十
帖
部
に
お
け
る
和
歌
注
を
諸
本
比
較
し
て
み
る
と
、
③
斎
藤
本
・

④
早
大
本
に
は
①
伊
達
一
冊
本
に
比
し
て
和
歌
注
の
量
が
少
な
い
例
が
い
く

つ
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
宇
治
十
帖
部
に
お
け
る
⑤
九
曜
本
の
和
歌
注

の
量
が
③
斎
藤
本
・
④
早
大
本
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑤
九
曜
本
は
正



『源氏栄鑑抄』の基礎的研究（妹尾・白石） 28

十
六

編
部
に
お
い
て
は
①
伊
達
一
冊
本
と
和
歌
注
の
量
が
ほ
ぼ
等
し
い
の
に
、
宇

治
十
帖
部
で
は
和
歌
注
の
少
な
い
③
斎
藤
本
・
④
早
大
本
に
一
致
す
る
の
で

あ
る
。

『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
現
存
伝
本
に
は
、
和
歌
注
の
多
い
伝
本
＝
①
伊
達
一

冊
本
・
②
伊
達
二
冊
本
・
⑤
九
曜
本
（
桐
壺
〜
竹
河
巻
）・
⑥
桃
園
本
と
、

和
歌
注
の
少
な
い
伝
本
＝
③
斎
藤
本
・
④
早
大
本
・
⑤
九
曜
本
（
宇
治
十
帖

部
）
と
の
二
類
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
細
か
く
見
れ
ば
各
類
の
中
に
も
和
歌

注
の
量
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
含
め
て
、
や
は
り
和
歌
注
が

段
階
的
に
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

伊
達
文
庫
の
二
本
は
と
り
わ
け
和
歌
注
を
付
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
こ
の
二
伝
本
に
の
み
「
聞
こ
え
た
る
ま
ま
也
」
と
い
う
よ
う

な
、
歌
意
明
快
で
注
が
不
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
。
そ
れ
自
体
が
不
要
に
見
え
る
注
で
あ
る
が
、
和
歌
に
つ
い
て
何

か
し
ら
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
九
曜
本
は
桐
壺
〜
竹
河
巻
が
和
歌
注
の
多
い
本
に
よ
り
、
宇
治
十
帖
部

は
和
歌
注
の
少
な
い
本
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
性
格
の
違
う
二
類
の

本
か
ら
成
る
⑤
九
曜
本
は
、
や
は
り
補
写
合
綴
本
も
し
く
は
取
り
合
わ
せ
本

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
宇
治
十
帖
部
の
本
文
と
上
下
二
冊
の
外
題
の
筆
跡
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
注
の
多
い
正
編
部
（
桐
壺
〜
竹
河
巻
）
の
み
で

宇
治
十
帖
部
を
欠
い
た
本
の
所
持
者
に
、
宇
治
十
帖
部
を
備
え
た
本
（
そ
れ

は
和
歌
注
の
少
な
い
本
で
あ
っ
た
）
を
見
る
機
会
が
巡
っ
て
き
た
の
で
、
宇

治
十
帖
部
を
書
写
し
て
補
い
、
同
時
に
全
体
の
装
丁
を
改
め
て
二
冊
本
に
整

え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
は
じ
め
和
歌
注
の
少
な
い
完
本
を
所
持

し
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
正
編
部
を
失
い
、
後
に
入
手
し
た
正
編
部

（
和
歌
注
の
多
い
本
）
で
そ
の
欠
損
を
補
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
者

で
あ
れ
ば
補
写
合
綴
本
、
後
者
な
ら
ば
取
り
合
わ
せ
本
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
ど
ち
ら
か
は
不
明
で
あ
る
。

和
歌
注
の
多
寡
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
不
要
な
注
が
削
減
さ
れ
た

と
考
え
る
よ
り
も
、
必
要
に
応
じ
て
和
歌
注
が
増
補
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う

が
妥
当
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
和
歌
注
の
増
補
は
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

の
か
と
言
え
ば
、
作
者
正
益
自
身
が
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
し
書
写
さ
れ
て
い
く
過
程
で
和
歌
注
が
増
や
さ
れ
て
い
っ
た
の
な
ら

ば
、
伊
達
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
二
伝
本
に
和
歌
注
が
多
い
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
る
。
た
と
え
書
写
者
が
和
歌
に
造
詣
が
深
か
っ
た
に
し
て
も
、
安

易
に
他
人
の
著
書
に
手
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
伊
達

家
に
献
じ
ら
れ
た
正
益
作
の
『
栄
鑑
抄
』
が
藩
内
の
人
々
の
手
で
転
写
中
に

増
補
さ
れ
、
そ
の
増
補
さ
れ
た
二
本
が
伊
達
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
と
い
う
よ

り
も
、
一
旦
の
完
成
を
見
て
献
上
さ
れ
た
後
も
、
正
益
は
和
歌
注
を
増
補
し

た
改
訂
版
を
作
り
続
け
、
そ
の
改
訂
本
が
伊
達
家
に
残
さ
れ
た
と
考
え
る
方

が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
和
歌
注
の
多
い
増
補
改
訂
版
だ
け
が
伊
達
文
庫

に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
和
歌
注
の
少
な
い
本
は
『
栄

鑑
抄
』
の
草
稿
本
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
和
歌
注
の
増

補
が
伊
達
政
宗
か
ら
の
指
示
で
あ
っ
た
の
か
、
正
益
自
身
が
よ
り
有
用
な
書
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十
七

を
目
指
し
て
行
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
和
歌
注
の
増
補
は
『
源
氏
物

語
』
の
作
中
歌
の
内
容
を
も
読
者
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
点
で
『
栄
鑑

抄
』
の
梗
概
書
と
し
て
の
性
格
付
け
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
増
補

は
、『
源
氏
小
鏡
』
な
ど
が
世
に
流
布
す
る
中
、
新
た
に
作
ら
れ
た
梗
概
書

と
し
て
『
栄
鑑
抄
』
の
付
加
価
値
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
な
さ
れ
た
行
為
で

あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。  

（
こ
の
章
、
白
石
）

お
わ
り
に  

―
二
つ
の
書
名
『
栄
鑑
抄
』
と
『
営
鑑
抄
』

和
歌
注
の
増
補
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
存
六
伝
本
を
和
歌
注
の
少
な
い
第

一
次
本
と
和
歌
注
の
多
い
第
二
次
本
の
二
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
前
章
で
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
六
伝
本
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

・
第
一
次
本
―
③
斎
藤
本
・
④
早
大
本
・
⑤
九
曜
本
（
宇
治
十
帖
部
）

・
第
二
次
本
―
①
伊
達
一
冊
本
・
②
伊
達
二
冊
本
・
⑤
九
曜
本
（
桐
壺
〜

竹
河
巻
）・
⑥
桃
園
本

こ
こ
で
気
が
つ
く
の
は
、
第
一
次
本
の
う
ち
③
斎
藤
本
・
④
早
大
本
は
外

題
・
内
題
と
も
「
源
氏
営
鑑
抄
」
と
あ
り
、
第
二
次
本
は
、
①
伊
達
一
冊

本
は
外
題
「
栄
鑑
集
」、
②
伊
達
二
冊
本
は
外
題
「
源
氏
栄
鑑
抄
」・
巻
尾

題
「
栄
鑑
集
」、
⑥
桃
園
本
は
外
題
「
源
氏
栄
鑑
抄
」（
内
題
な
し
）
と
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
、
第
一
次
本
の
書
名
は
「
源
氏
営
鑑
抄
」、

第
二
次
本
は
「
源
氏
栄
鑑
抄
」
あ
る
い
は
「
栄
鑑
集
」
と
区
別
さ
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑤
九
曜
本
は
、
上
下
巻
い
ず
れ
も
外
題
・
内
題

と
も
「
源
氏
営
鑑
抄
」
と
あ
る
。
前
述
の
通
り
上
下
巻
の
外
題
は
宇
治
十
帖

の
本
文
・
奥
書
の
筆
跡
に
酷
似
す
る
の
で
、
外
題
は
第
一
次
本
で
あ
る
宇
治

十
帖
部
の
書
名
表
記
に
倣
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
上
下
巻
の
巻
首

に
あ
る
内
題
は
第
二
次
本
で
あ
る
正
編
部
の
筆
跡
に
等
し
い
の
で
、
正
編
部

も
「
源
氏
営
鑑
抄
」
の
書
名
を
有
し
て
い
た
と
思
し
い
。
⑤
九
曜
本
正
編
部

は
第
二
次
本
で
唯
一
「
営
鑑
抄
」
と
表
記
す
る
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
に
し
て
も
、
ど
う
や
ら
、「
栄
鑑
抄
」「
営
鑑
抄
」
二
通
り
の
書
名
表
記
を

持
つ
本
書
は
、
基
本
的
に
第
一
次
本
は
「
栄
鑑
抄
」、
増
補
本
の
第
二
次
本

は
「
営
鑑
抄
」
の
書
名
表
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
な
の
で
あ
る
。
⑤

九
曜
本
は
、「
営
鑑
抄
」
か
ら
「
栄
鑑
抄
」（
あ
る
い
は
「
栄
鑑
集
」）
へ
と

書
名
表
記
が
変
わ
る
過
渡
期
に
書
写
さ
れ
た
本
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、「
営
鑑
抄
」
で
あ
れ
「
栄
鑑
抄
」
で
あ
れ
、「
営
鑑
」「
栄
鑑
」

と
は
い
か
な
る
意
味
の
語
な
の
だ
ろ
う
か
。
両
語
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

〔
第
二
版
〕
や
『
大
漢
和
辞
典
』
語
彙
索
引
な
ど
に
も
見
え
ず
、
特
に
由
緒

由
来
の
あ
る
一
般
名
詞
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
す
る
と
固
有
名
詞
と
し
か
思
え

ず
、
そ
う
な
る
と
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
著
者
猪
苗
代
正
益
の
号
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
益
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
伝
記
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
連
歌
師
・
文
人
と
し
て
の
号
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
）
11
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
兄
の
兼
如
に
つ
い
て
は
や
や
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
是

斎
・
意
伯
な
ど
の
他
に
「
重
鑑
」
と
も
号
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
金

子
金
治
郎
著
『
連
歌
師
と
紀
行
』〈
平
成
２
年　

桜
楓
社
〉、
綿
抜
豊
昭
著

『
近
世

前
期

猪
苗
代
家
の
研
究
』〈
平
成
10
年　

新
典
社
〉）。
兄
兼
如
の
号
「
重
鑑
」

に
倣
い
、
そ
の
一
字
「
鑑
」
を
取
っ
て
正
益
が
「
営
鑑
」
ま
た
「
栄
鑑
」
と
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号
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
、
第
一
次
本
を
著
し
た

頃
は
「
営
鑑
」
と
号
し
、
第
二
次
本
に
改
訂
す
る
頃
に
は
「
栄
鑑
」
と
号
し

て
い
た
た
め
、
二
様
の
書
名
が
ほ
ぼ
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
と
思
う
。
ま
っ
た
く
の
臆
測
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
提
示

し
て
お
く
。

本
稿
で
は
、
ほ
ぼ
書
誌
的
事
項
に
限
っ
て
扱
い
、『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の
内

容
的
考
察
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た

い
。 

（
こ
の
章
、
妹
尾
）

〔
注
〕

（
１
）
池
田
博
士
が
こ
の
本
を
い
つ
誰
か
ら
入
手
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月
に
東
京
帝
国
大
学
で
開
催
さ
れ
た
『
源

氏
物
語
』
に
関
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
に
は
、
池
田
博
士
が
蒐
集
さ
れ
た

多
数
の
書
物
が
展
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
録
『
源
氏
物
語
に
関
す
る
展
観

書
目
録
』（
東
京
帝
国
大
学
文
学
部　

国
文
学
研
究
室
編
）
に
は
、「
梗
概

書
」
の
項
目
下
に
五
十
六
点
の
書
目
が
並
ぶ
も
の
の
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
の

名
は
見
え
な
い
（
伊
藤

也
編
『
も
っ
と
知
り
た
い　

池
田
亀
鑑
と
「
源

氏
物
語
」
〜
第
２
集
〜
』〈
平
成
25
年　

新
典
社
〉
所
収
の
復
刻
に
よ
る
）。

こ
の
時
以
後
に
入
手
さ
れ
た
も
の
か
。

（
２
）『
宮
城
県
図
書
館
だ
よ
り
「
こ
と
ば
の
う
み
」』
第
26
号
に
よ
れ
ば
、

伊
達
文
庫
は
、
歴
代
仙
台
藩
主
で
あ
っ
た
伊
達
家
の
蔵
書
や
藩
政
史
料
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
宮
城
県
図
書
館
が

伊
達
家
の
旧
蔵
書
を
購
入
し
、「
伊
達
文
庫
」
と
い
う
名
を
冠
し
て
収
蔵

し
、
現
在
に
至
る
そ
う
だ
。
印
記
の
「
伊
達
文
庫
」
印
も
そ
の
際
に
捺
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印
」
に
つ
い
て
、

同
誌
の
記
述
を
以
下
に
引
用
す
る
。

伊
達
文
庫
の
資
料
に
は
数
種
類
の
蔵
書
印
が
押
印
さ
れ
て
お
り
、
収

蔵
時
期
や
所
蔵
者
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。
伊
達
文
庫
蔵
書

の
多
く
に
は
、「
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印
」
と
い
う
正
方
形
の
朱
印

が
あ
り
ま
す
。「
伊
達
伯
」
と
は
伊
達
家
の
総
本
家
の
意
、
ま
た
「
観

瀾
閣
」
と
は
伊
達
家
の
堂
号
の
こ
と
で
、
伊
達
家
か
ら
仙
台
文
庫
会

へ
の
（
マ
マ
）寄
託
し
た
際
の
伊
達
家
の
所
蔵
を
示
す
た
め
の
押
印
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
他
に
は
、
第
５
代
藩
主
吉
村
の
蔵
書
印
「
璧
」、
漢
籍
の

一
部
に
み
ら
れ
る
「
伊
達
氏
伯
家
蔵
宝
書
」、
仙
台
文
庫
会
に
寄
託

し
た
際
に
、
仙
台
文
庫
会
が
押
印
し
た
「
仙
台
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
『
栄
鑑
抄
』
は
伊
達
家
か
ら
一
度
仙
台
文
庫
会
へ
寄
託
さ
れ
た
経

歴
を
持
つ
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）「
六
条
院　

四
町
図
」
に
は
、「
を
さ
な
源
氏
ニ
出
」
と
の
注
記
が
見
ら

れ
る
。『
お
さ
な
源
氏
』
の
巻
三
十
四
に
あ
る
六
条
院
図
を
も
と
に
し
た

図
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」（http://w

w
w
.w
ul.

w
aseda.ac.jp/kotenseki/

）
な
お
、
本
書
は
「
源
氏
営
鑑
抄
」
と
い
う

書
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
渡
辺
守
邦
・
後
藤
謙
二
編
「
日
本
書
誌
学
大
系
79
」『
新
編
蔵
書
印
譜
』
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九

（
平
成
13
年　

青
裳
堂
書
店
）
に
は
、
岡
沢
稲
里
の
蔵
書
印
と
し
て
「
岡

澤
蔵
書
」
印
を
掲
載
す
る
が
、
印
影
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
国
文
学
研
究
資
料
館
は
斎
藤
報
恩
会
所
蔵
の
古
典
籍
を
約
三
百
点
調

査
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

（
７
）
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
早
稲
田
大
学
へ
『
源
氏
営
鑑
抄
』
を

寄
贈
し
た
石
澤
介
吉
な
る
人
物
は
、
謹
吾
の
子
孫
で
あ
ろ
う
。
介
吉
氏
は

石
澤
謹
吾
旧
蔵
書
を
多
数
寄
贈
し
て
お
り
、「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
」
に
は
『
源
氏
営
鑑
抄
』
を
含
め
三
十
点
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、『
源
三
位
頼
政
家
集
』『
清
輔
袋
草
紙
』『
徒
然

草
』
な
ど
の
文
学
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
仙
台
や
東
北
関
係
の
書
も
目
に

つ
く
。

（
８
）「
保
田
光
則
伝
記
資
料
」（『
言
語
学
雑
誌
』
第
一
巻
第
七
号　

明
治
33

年
８
月
）
に
孫
の
孝
太
郎
氏
が
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
他
は
編
者
が

光
則
に
つ
い
て
の
聞
書
を
ま
と
め
て
「
保
田
光
則
伝
記
資
料
」
と
し
て
ま

と
め
て
い
る
。

（
９
）
星
加
宗
一
「
仙
台
に
於
け
る
国
学
の
大
家　

保
田
光
則
に
つ
き
て
」

（『
宮
城
教
育
』
385
号　

昭
和
６
年
７
月
）。
星
加
氏
は
、
光
則
と
同
じ
く

河
田
了
我
に
師
事
し
た
斎
藤
永
配
と
い
う
人
物
が
猪
苗
代
謙
道
と
交
流
が

深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
田
光
則
と
謙
道
の
間
に
も
交
流
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
永
配
の
著
し
た
『
梅
翁
日
記
』
に
、
謙
道
と
永

配
と
の
交
流
が
度
々
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
10
）
以
下
、『
栄
鑑
抄
』
本
文
の
引
用
は
①
伊
達
一
冊
本
に
よ
る
。

（
11
）
東
山
御
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
聞
書
』
の
奥
書
に
「
栗
種
斎　

正
益
」

と
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
栗
種
斎
」
の
号
が
知
ら
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
白
石
が
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
「『
源
氏
栄
鑑
抄
』
研
究
」
の
一
部
に
、
妹

尾
が
大
幅
に
加
筆
し
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
伝
本
調
査
の
際
に

便
宜
を
図
っ
て
下
さ
っ
た
各
所
蔵
機
関
の
方
々
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
妹
尾
が
参
加
す
る
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究

「
日
本
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
も
あ
り
ま
す
。
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二
十

A Fundamental Research on Genji-eikansho

Yoshinobu SENO, Rihoko SHIRAISHI
Genji-Eikansho is a synopsis of Genji-monogatari. It was written by Shoeki Inawashiro under 

the order from Masamune Date.  As was not widely known  due to being  read among the Date fam-

ily, this work has been less well understood.  This paper  examines fundamental aspects of the text, 

by focusing on  bibliographical parts.


